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内閣府において、子どもを大切にし、社会全体で子育てを支え、個人の希望がかなえら

れるバランスのとれた総合的な子育て支援を推進していくため、平成１９年度から１１月

の第３日曜日を「家族の日」、その前後１週間を「家族の週間」と定められています。 

今月のわくわく中部では、家庭教育特集として、２つの事業を紹介します。 

 

  
 

１１月１０日（土）～１１日（日） 

 鳥取県スポーツ推進委員研究大会（県民ふれあい会館 他） 

１１月１３日（火） 

 中部地区生涯学習実践研究交流会（まなびタウンとうはく） 

１１月１９日（月） 

 中部地区社会体育担当者会（北栄町） 

１１月２１日（水）～ ２２日（木） 

 中国・四国地区社会教育研究大会島根大会（島根県松江市） 

家族の日 平成２４年１１月１８日(日) 

 

家族の週間 平成２４年１１月１１日(日)から２４日(土)まで 



 
 

平成２４年１１月１３日（火）に琴浦町の

「まなびタウンとうはく」において、中部地

区生涯学習実践研究交流会を開催します。テ

ーマは「家庭教育を考える」です。 

基調講演では、福岡県の東明館小学校長 今

村隆信さんに学校教育と社会教育の両面から

家庭教育について語っていただきます。 

分科会では、倉吉市小鴨公民館の「ママ友

の会」の北中薫さんと牧田美恵さんが、公民

館のサークル活動のなかでの家庭教育として、

実践発表していただきます。ママ目線での発

表にもなると思います。 

また、ＰＴＡ活動における家庭教育として、

松崎幼稚園０８２
お や じ

の会の田中一臣さんに実践

を発表していただきます。こちらはパパ目線

での発表になると思います。 

申込みをまだ受け付けています。中部教育

局 大本までお申し込みください。 

 

 
 

平成２４年１２月２日（日）に琴浦町の 

「まなびタウンとうはく」において、県立生

涯学習センター主催「親子でクッキング」～

おやつにも野菜～が開催されます。 

 

親子でクッキングをします。また、食育ゲ

ームやレクリエーションをして、親子と参加

者のコミュニケーションを図っていきます。 

 

鳥取県立生涯学習センターは鳥取市にあり

ますが、県立施設として中部地区の教育委員

会や子育て支援団体と協力しながら事業を進

めています。 

ぜひ、みなさんの周りの方に参加を呼びか

けていただければと思います。 

 

 

【申込先】 

鳥取県立生涯学習センター 

県民ふれあい会館 学習振興係 

ＴＥＬ ０８５７（２１）２３３１ 

ＦＡＸ ０８５７（２１）２２６７ 



 
 

 東伯郡連合婦人会のみなさんが、東伯郡社会教育協議会の社会教育活動交付金事業を活

用して、平成２４年８月４日・５日に開催された「北京ＪＡＣ全国研修セミナーin 鳥取」

に参加されました。そのレポートが届きましたので、お知らせします。 

   
北京ＪＡＣとは、１９９５年に開催された北京女性会議で採択された「行動綱領」「女性

差別撤廃条約」を日本の国内政策に反映させ、その実現をはかるために、政府や自治体へ

政策提言を行うことを目的に発足した会です。 

全国研修セミナーは今年が３回目の開催。初日は４つの分科会。二日目は開会式、平井

伸治鳥取県知事の講演「男女共同参画のモデル県をめざして」、社会学者の伊田広行さんの

講演「生きることは行動すること～いま私たちはどのような時代を生きているのか」等が

行われました。 

 

 

 
 

政策や政治も大事だが、「地域から、さらに身近なところから、私から、変えていく」と

いう視点が重要で、キーワードは「主流秩序」とのこと。いきなり聞き慣れない言葉で混

乱してしまいました。 

主流秩序とは、拝金主義（金持ちであるか、安定した収入があるか）、成長信奉（利潤追

求、経済成長が良い）、市場信奉（市場競争、グローバリゼーションを良しとする）、美の

秩序（見た目が良い、かっこいい）、社会的地位が高いかどうか、学歴が高いかどうか等々。 

このような社会システムに適応し、その上位に行くことを良しとする社会に巻き込まれ

ない生き方、そして、その秩序を内面から変えていくことが必要とのことでした。 

 ひとりが基本 積極的な孤独 権力的・暴力的でない関係へ 穏やかな人になろう 

 支配に敏感になろう 特に、偉そうかどうか、相手の成長を奪っていないか（自分に

成長があるか） 自由、安全があるか  

 自分がどんな人間になるか、どんな生き方をするのか（身近なところからの実践） 

  

主流秩序というこれまでの既成概念にとらわれない生き方、周りに流されず立ち止まり

自分で考えること、今までを見直すことが大切なのかなと思いました。 
 

 

第１分科会 農村女性が地域で生き生きと暮らし続けるために 
 女性の力を活かした地域の基幹産業づくりを農林漁業ですすめる 

 獲る漁業から作る漁業への転換も含め、商社などの資本が入らない農協や漁協、地域を中心とした

第６次産業づくりを進める 

 持続可能な山を守るための政策を早急につくる 

【感想】 

コーディネーターの橋本ヒロ子さんや農業ジャーナリストの西沢江美子さんのように、いろいろな活

動の手助けを続けてこられた方たちのファイトに敬服するとともに、そのような女性がおられることを

誇りに思った。そして、家族経営協定をどうとらえ、どう使っていけばよいか。「自分の労働をお金で示

そう」「自分の貯金通帳を持とう」ということが何を言おうとしているのか。女性がもっと学習し、自分

のおかれている立場を見つめ、問題意識を持って行動を起こしていかなければならない。人任せにして

いても何も変わらないということに改めて気づかされた。 



 
 

 
 

 
 

 

第２分科会  災害と女性～原発にどう向かい合うか 
 大飯原発の再稼働撤回と全原発の再稼働の阻止 

 自主避難者も含めた全員に健康手帳を支給 

 防災や危機管理会議の構成に関して女性の割合を高め、男女共同参画を実施 

【感想】 

福島から岡山に避難して暮らしておられる方たちの実態が心に残り、原発の恐ろしさを強く感じた。正

しい情報を得て、正しい行動を目指すことが求められている。早くふるさとで暮らせる日をみんなで祈り

たい。また、湯梨浜町方面のウラン残土をレンガ加工して始末することについて高く評価しておられた。

子どものころ、お前が生まれたときは食べ物も着るものもお金も何もなかったと親から聞かされていた。

自給自足で原発もなくガスもない。水道もなく川の水を風呂水に。洗濯機や炊飯器、冷蔵庫、おもちゃ、

テレビ、ゲーム機、トラクターや田植え機等、何もなかった。今は便利がよい世の中だが、昔の時代が見

直されるときがいつかくるのではないだろうか。暮らしのあり方を今一度考えてみたいと思った。 

第３分科会  女性の働く場をどうつくるか 
 労働基準法第４条に「同一価値労働・同一賃金の原則」を明記 

 非正規労働者と正規労働者との格差をなくすために均等待遇を

法制化 

 労働時間の短縮ならびに家族支援政策の強化 

 学校教育で労働者の権利を教える 

 自営業における家族従業者の労働報酬を必要経費として認め、所

得税法第５６条を廃止 

【感想】 

以前に比べて多少の改善はみられるものの、女性を取り巻く労働環

境は決して良いとは言えない。その背景には根強い性差別があると思

う。それは労働賃金の差に数字として表れている。私が今、政府に要

望したいのは最低賃金の時給を 1,000 円に引き上げること。これは根

強い男性中心の社会に一石を投じることになる。女性の経済力がアッ

プすれば、経済はもっと潤う。そんな日が近い将来必ずやってくると

確信した分科会だった。 

第４分科会  性暴力被害の実情とその支援のあり方 
 強かん罪の改正 

 性暴力被害者支援制度の確立 

 生命のかけがえのなさを認識でき、自分のからだは自分のもの

という意識を育む性教育の実施 

【感想】 

見尾保幸院長の「生命（いのち）、その尊さを」というお話とビデ

オにはとても感銘を受けた。このような話を教育現場で子どもたち

にぜひしてもらいたい。また、安田寿子さんの問題提起から性暴力

被害の実情に驚かされ、長年にわたってシェルター活動されている

ことに感心した。正しい性知識を子どもの時からしっかりと教育す

ること、支援体制や法整備が早急になされなければいけないことを

痛感した。 

【あとがき】 

クールビズの終了とともに、秋と冬が駆け足で来ているよう

です。 

私の秋は、公民館訪問です。様々な地域課題について、公民

館職員のみなさんとしっかり協議でき、例年以上に私にとって

実り多い公民館訪問になっているように思います。（大本） 

中部教育局 

社会教育担当 
電話  0858（23）3253 

FAX   0858（23）5203 

E-mail daimotoy@pref.tottori.jp 


